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電気配線工事がある場合は、電流容量に合った規格品の電源を使用すること。
●漏電や発熱・火災の原因になります。

各配線は、張力が掛からないように配線工事をする。
●断線したり、発熱・火災等の原因になります。

●据付工事は、この「安全のために必ず守ること」をよくお読みのうえ、確実に行ってください。
●ここに示した注意事項は、安全に関する重大な内容を記載していますので、必ず守ってください。
●誤った取扱いをしたときに生じる危険とその程度を、次の表示で区分して説明しています。

●据付工事完了後、試運転を行い異常がないことを確認するとともに、この据付工事説明書は
　取扱説明書とともに、お客様で保管していただくように依頼してください。また、お使いになる
　方が代わる場合は、新しくお使いになる方にお渡しいただくように依頼してください。

据付工事は、この据付工事説明書に従って確実に行う。
●据付工事に不備があると、水漏れや感電・火災等の原因になります。

充電部に触れる前に、必ず室内ユニット・室外ユニットすべての電源を切ってください。
●感電・火災の原因になります。

電気工事は、電気工事士の資格がある方が、「電気工事に関する技術基準」、「内線規定」、
本説明書に従って施工時必ず専用回路とし、かつ定格の電圧、ブレーカーを使用する。

●電源回路容量不足や、施工不備があると、感電・火災の原因になります。

誤った取扱いをしたときに､死亡や
重傷などに結びつく可能性があるもの。

誤った取扱いをしたときに､軽傷または
家屋･家財などの損害に結びつくもの。

据付けは､販売店または専門業者に依頼する。
●お客様自身で据付工事をされ不備があると､水漏れや感電･火災等の原因になります。

安全のために必ず守ること

1.概要
　この部品は２リモコン方式の結線または、グループ制御の結線を行う場合にリモコンの伝送線を接続するための中継端子盤として使用するものです。

４.取付要領
　壁掛形の場合
　１）. 端子盤カバー、基板カバーをそれぞれ取外します。（本体の据付工事説明書をご覧ください）
　２）. 電気品箱に端子盤①をネジ②で固定してください。
　３）. リード線（A）③を端子盤①と室内基板のコネクタ（CN２２）に接続してください。
　４）. ２リモコンあるいはグループ制御の伝送線を端子盤①の下側（ネジ端子）に接続してください。
　　　注. ２リモコンあるいはグループ制御の結線方法詳細は、製品本体付属の据付工事説明書を参照ください。

２.適用機種
　床置形、壁掛形

３.部品の確認
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　床置形の場合
　１）. 電気品箱内に端子盤①をネジ②で固定してください。
　２）. 本体付属のリモコン線を室内基板のコネクタ（CN２２）より取外してください。
　３）. リード線（Ｂ）④を端子盤①と室内基板のコネクタ（CN２２）に接続してください。
　４）. 先ほど取外したリモコン線の先端部（コネクタ）を切り落して、適宜リード線の被覆を皮ムキしてください。
　５）. ２リモコンあるいはグループ制御の伝送線と前記リモコン線を端子盤①の下側（ネジ端子）に接続してください。
　　　注. ２リモコンあるいはグループ制御の結線方法詳細は、製品本体付属の据付工事説明書を参照ください。　
　4×25

①端子盤…………１個 ②ネジ…………1個 ③リード線（A）180…１本（壁掛形用） ④リード線（B）420…１本（床置形用）


